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２００９年度日本地球化学会年会のお知らせ�３

主催：日本地球化学会

共催：日本化学会，日本鉱物科学会，日本質量分析学

会，日本地質学会

助成：財団法人中国電力技術研究財団，財団法人広島

大学後援会

会期：平成２１年９月１５日�～１７日�
会場：広島大学理学部

東広島市鏡山１―３―１

交通：JR山陽本線西条駅前からバス「広島大学」行

に乗り，「広大中央口」下車（所要時間約１５

分）。新幹線・東広島駅から広島大学へのバス

は，一日数本しかなく，不便です。広島市中心

部（原爆ドーム付近のバスセンター）からも，

広島大学直通の高速バスがあります（所要時間

約５５分）。

アクセスについては，下記のサイトを参照下

さい。バスの時刻表も掲載されています。

http://www.hiroshima-u.ac.jp/top/access/in-

dex.html

内容：口頭発表及びポスター発表，総会，学会賞記念

講演，夜間小集会，懇親会

口頭発表は，A～Eの５会場で行います。総

会，学会賞記念講演は Q会場，夜間小集会は

B会場，ポスター発表は P会場，懇親会は生

協北２食堂で行います。

若手優秀ポスター賞：きわめて優れたポスター発表を

行った日本地球化学会学生会員に授与します（受賞

者発表は懇親会の際に行います）。

プログラム：本ニュースの末尾に掲載するプログラム

をご覧ください。講演要旨は８月末に，J-STAGE

上（http://www.jstage.jst.go.jp/browse/geochem-

proc/-char/ja/）で公開されます。なお，要旨集の配

布を事前送付では行わず，学会当日に行います。

年会当日の受付：理学部 E棟１階ロビーで，初日の

８時４５分から開始します（入口は B１階です）。

口頭発表について：口頭発表時間は，招待講演を除

き，討論を含めて１５分です。講演を１２分以内で終了

し，３分の討論時間を残すようにしてください。１０

分で第１鈴，１２分で第２鈴，講演終了で第３鈴が鳴

ります。なお，招待講演は討論時間も含めて２０分を

原則としていますが，詳しくはプログラムをご覧く

ださい。発表には各会場で液晶プロジェクター１台

のみ使用できます。Microsoft社の PowerPoint

2007をインストールしたノートパソコン（OSは

WindowsXP）を用意します。発表者は上記システ

ムで実行可能な発表用ファイルを USBメモリまた

は CD-Rに記録して持参し，発表されるセッショ

ン前の休憩時間に各会場のノートパソコンに入れて

動作を確認してください。朝一番のセッションで発

表される方は早めにおいでになるか前日のうちに

（９月１４日は１９時まで年会本部はオープンしていま

す），発表用ファイルをノートパソコンに入れて下

さい。上記以外のシステム（Mac，Keynoteなど）

は極力避けていただきたいのですが，使用を希望さ

れる方はご自身で使うパソコンやシステムを持参の

上，発表の２講演前までに，A会場では最前列の席

で，B～E会場では液晶プロジェクターの脇で待機

してください。

ポスター発表について：ポスターボードのサイズは縦

１６０cm×横８０cm（注１）で，各パネルボードには

発表番号を示してあります。掲示するポスターの左

上角には，ポスター番号を目立つように明記して下

さい。掲示に使用するセロテープなどは実行委員会

で用意しますので，会場で受け取ってください（画

鋲は使用不可）。ポスター発表は初日（９月１５日）

と２日目（１６日）と張り替えて行います。ポスター

番号が１Pxxは初日発表，２Pxxは２日目発表で，

初日は１２時までに，２日目は１０時３０分までに掲示し

てください。初日には１３時００分から１４時００分まで，

２日目には１１時３０分から１２時３０分まで，それぞれ１

時間のコアタイムが設けられています。発表者はコ

アタイムには必ずポスターの前に立って説明を行っ

てください。なお，両日ともポスターは１８時までに

必ず撤去してください。それ以後も掲示しているポ

スターは，実行委員会が処分しますのでご注意くだ

さい。

（注１）：フレームを含めたサイズは縦１６０cm×横

８６cmのため A０版サイズ（縦１１８．９cm×

横８４．１cm）も掲示可能です。

参加予約申込：年会 web page（http://www.wdc-jp.

biz/geochem/2009/）から，指示に従って申し込ん

でください。予約申込は８月２８日� １４時締切。こ

れ以後は，当日受付をご利用ください。

参加登録費：（講演要旨集１部含む）

予約：一般会員５，０００円，学生会員３，０００円，

会員外７，０００円，会員外学生４，０００円
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当日：一般会員６，０００円，学生会員４，０００円，

会員外８，０００円，会員外学生５，０００円

＊なお，会員は日本地球化学会及び共催学会の会員を

指します。当日受付で入会申込された方も会員扱い

とします。

懇親会：９月１６日 １８時より生協北２食堂にて

予約５，０００円（学生３，０００円），当日６，０００円（学生

４，０００円）。

追加の講演要旨集：３，０００円／部（当日手渡し）（後日

郵送の場合は３，５００円／部）。

併設展示：関連機器メーカーその他による展示会をポ

スター会場（P会場）にて開催します。多数の方の

ご来場をお待ちしております。

その他：実行委員会では宿泊／航空券等の斡旋はいた

しません。各自お早めに手配ください。

年会事務局

〒７３９―８５２６ 東広島市鏡山１―３―１

広島大学大学院理学研究科地球惑星システム学専攻内

E-mail: GSJ2009@hiroshima-u.ac.jp

●市民講演会及び東広島天文台見学のお知らせ

日本地球化学会では，年会に先立ち，市民講演会及

び見学会を開催致します。会員の皆様もぜひ参加下さ

い。

行事名：市民講演会「宇宙・太陽系の進化と現在の姿」

（主催：日本地球化学会，共催：広島大学大

学院理学研究科，協賛：広島県教育委員会，

東広島市教育委員会）

日時：２００９年９月１３日� １３：００～１７：００

（１２：３０開場）

場所：広島大学東広島キャンパス学士会館（講演会）

および東広島天文台

対象：広島地域の中高生，一般市民（１００名）

＊参加無料ですが天文台見学が可能な人数に上限があ

るため，事前申込みをお願い致します。人数に余裕

があれば当日参加も可能ですので，お気軽にお問合

せ下さい。

プログラム：

第一部：市民講演会（１３：００～１４：３０）

１．宇宙の誕生と太陽系の進化

海老原充（首都大学東京・理工）

２．月試料の局所分析で紐解く「月」の歴史

寺田健太郎（広島大学・理）

３．宇宙からの使者「光」

大杉節（広島大学・宇宙科学センター）

第二部：東広島天文台見学（１５：００～１７：００）

（東広島天文台は，広島大学が所有する研究施設で

す。見学会は昼間ですが，それでも晴れていれば星は

見えるそうです。）

本講演会及び見学会の概要：

この市民講演会は，中高生や一般市民向けに最新の

宇宙科学の成果を紹介すると共に，東広島天文台の見

学も行うという企画です。特に今回は，著名な宇宙科

学者の講演や天文台の見学を体験し，市民の方々に科

学の面白さを分かってもらうばかりでなく，身近な広

島大学から世界最先端の研究が発信されていることを

知って欲しい，という願いをこめてこの会を企画しま

した。また，講演や見学を通じて，多くの優秀な若者

が「自分も研究をやってみたい」と感じ，科学の道を

志してくれることを強く期待致しております。

連絡先・問合せ：

〒７３９―８５２６ 広島県東広島市鏡山１―３―１

広島大学大学院理学研究科地球惑星システム学専攻

高橋嘉夫

Tel：０８２―４２４―７４６０

Fax：０８２―４２４―０７３５

E-mail: ytakaha@hiroshima-u.ac.jp

学会からのお知らせ

●２００９年ゴールドシュミット国際会議報告

２００９年の第１９回ゴールドシュミット国際会議は，６

月２１日から２６日までの５日間，スイスのダボスで開催

されました。ダボスは，政治家などが世界の諸問題を

議論する「世界経済フォーラム」，通称「ダボス会議」

が開催されることで有名な山麓のリゾートタウンで

す。今回のゴールドシュミット会議は，このダボス会

議と同じ会場で行われました。日本は初夏と言っても

良いくらいの気候でしたが，ダボスでは山に雪が残

り，ミゾレや氷雨が降る冬のような気候の中での開催

でした。

今年のゴールドシュミット会議の参加者は２，７００人

を越え，これまでで最大規模の開催となりました。そ

の為，口頭発表２会場にポスター会場を加えた３会場
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で，研究発表が行われました。全て会場は，徒歩５～

１０分程度の距離なので，移動が大変というわけではあ

りませんが，複数のセッションを行き来するのに不便

という感は否めませんでした。２００２年のゴールドシュ

ミット会議も同じ会場で開催されたのですが，ポス

ターを含めた全ての発表が，今回のメイン会場１つで

行われたことを考えると，規模の拡大が想像できるか

と思います。学会の大規模化には賛否両論ですが，広

報活動の観点からすると参加者の増加は歓迎すべきこ

とだと思いました。

今年のゴールドシュミット会議の特長は，学生・院

生を含めた若手研究者の発表が多かったことが挙げら

れると思います。ヨーロッパ開催の時は，同じ様な傾

向があるので，安い交通費が欧州の若手研究者の参加

を促したのだと思います。ゴールドシュミット会議

は，原則として欧州と北米の交互開催なので，渡航費

用の捻出に日本の若手研究者は苦労されると思います

が，学会には鳥居基金という渡航援助制度がありま

す。海外の学会参加を検討されている方は，是非応募

を検討してみて下さい。

さて，ゴールドシュミット会議における主な広報活

動は２つです。一つは日本地球化学会の宣言文をプロ

グラム冊子に掲載すること。もう一つは，メイン会場

にブースを設け，Geochemical Journal（GJ）の CD

と冊子体，学会のパンフレットを配布することでし

た。GJに対する関心は予想以上に高く，１００枚用意

した CDは開催２日目で，冊子体は開催４日目で配布

を終了いたしました。また，GJ賞の受賞式の直後に

は，ブースにおいてあった受賞論文別刷が全て無くな

りました。GJに関する関心の高さは，「GJに投稿す

るにはどうしたらよいか」，「私の専門は岩石学だが，

その分野は GJの範囲内か」といった質問がブースに

寄せられたことからも伺えました。しかし，これらの

質問は，GJに関する情報の欠如とサーキュレーショ

ン不足によるものとも考えられます。従って，GJに

対する宣伝活動は，今後の広報活動の課題と言えると

思います。これと関連しますが，論文を受理された著

者に入会案内を送る等で学会の入会勧誘を行えば，海

外会員の獲得の機会が増え，GJだけでなく学会が活

性化されるのではないかと感じました。最後に，地球

化学会のブースは学会員の皆さんの活動拠点，情報交

換の場，待ち合わせ場所として活用して頂けます。来

年度以降も是非気軽にお立ち寄り下さい。

（広報委員・下田玄）

院生による研究室紹介 No．１３

九州大学大学院理学府化学専攻

無機反応化学研究室

江藤真由美，赤松美里

今回の研究室紹介は九州大学理学府化学専攻無機反

応化学研究室をM２の江藤真由美と赤松美里が紹介

させて頂きます。無機反応化学研究室には現在，横山

拓史教授，宇都宮聡准教授，岡上吉広講師の３名のス

タッフ，特別研究員１名，博士課程４名，修士課程９

名，学部生５名の計２２名が在籍しています。大学院生

には，内部進学者だけでなく他大学出身者や留学生も

いるオープンな研究室です。今年の３月にキャンパス

移転のために現在の場所に移り，新しい研究室での生

活をスタートさせました。写真１は２００８年度の卒業式

の日に，移ってきたばっかりのキャンパスにて撮影し

た集合写真になります。修士課程の先輩が卒業してし

まって寂しい思いをしていたら，今年度は学部４年生

が５人も入ってきて一気に大所帯になりました。この

２２名の学生と教授が同じ部屋にいます（写真２）。

私達の研究室ではケイ酸と有機物の相互作用につい

ての研究，アルミニウムの環境化学，ナノジオサイエ

ンス，岩石中の希土類元素の地球化学，金属カルコゲ

ン化物への金の吸着，Fe-Mnクラストへのレアメタ

ルの濃縮，かご型ケイ酸８量体の化学など幅広い方面
ブースの様子。今年の年会開催地である広島大学の関
係者に占拠されています。
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について研究を行っています。特にケイ素とアルミニ

ウムについては，学術研究者の白さん，D２の齊藤さ

んが，今年スイスでのゴールドシュミット国際会議に

てポスター発表を行いました（写真３，４）。また，

ナノジオサイエンスではM１の上石さんがオーラル

で発表しました。ゴールドシュミット国際会議では毎

年誰かが発表することを研究室の目標としています。

ケイ素はクラーク数２番目の元素で，おもにケイ酸

塩やシリカとして存在します。熱水中での微生物表面

へのシリカの沈澱についての研究のため，微生物表面

がカルボシキル基で覆われていることから仮想モデル

として陽イオン交換樹脂を用いてシリカを吸着させた

ところ，金属イオンの存在が微生物へのモノケイ酸の

吸着に重要であることがわかりました。

アルミニウムはクラーク数３番目の元素で，酸性土

壌では Al３＋が溶け生物に対して有毒であることが報

告されています。近年，酸性雨などにより，天然水や

土壌へのアルミニウムの溶出による影響が問題となっ

ています。特に多核ヒドロキソアルミニウム錯体は６

水和物イオンや単核ヒドロキソ錯体より強い毒性を

持っており，その中の一つ，ε-Keggin型アルミニウ

ム１３量体が土壌中に存在することが報告されていま

す。そこで微生物表面や土壌粒子表面の仮想モデルと

してケイ素の場合と同様に陽イオン交換樹脂を用いて

研究を行ったところ，アルミニウム１３量体が樹脂に強

く吸着し，いったん吸着した１３量体は，広い pH範囲

写真１．２００８年度卒業式集合写真
（宇都宮先生と上石さんはこの時，学会に参加中でした）

写真２．２００９年度研究室写真 写真３．スイスにて
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で安定に存在することを確認しました。また，現在，

ケイ酸植物であるイネへのアルミニウムの取り込み機

構やアルミニウム耐性機構について研究するために，

研究室内でイネの水耕栽培を行っています（写真

５）。皆に気にかけられながら順調に成長しているよ

うなので秋にはアルミニウム入りのおいしいお米が実

ることでしょう。

宇都宮先生を中心とするナノジオサイエンスの分野

では，大きなプロジェクトが動きはじめています。地

下水帯中のコロイドによる有害元素の拡散，大気中の

超微粒子に存在する重金属，地球表層物質中のナノ結

晶の存在形態，安定性，挙動についてなど，地球表層

に存在する膨大なナノ鉱物が地球に与える影響を，透

過型電子顕微鏡を使用して，実験と天然試料分析の観

察という２つのアプローチから明らかにしています。

岩石中の希土類元素の地球化学では，希土類元素

（REE）が互いによく似た性質をもつと同時に元素

個別の特徴をもつ元素群であることから，鉱物生成の

環境を示す情報が得られると注目されています。当研

究室では，縞状鉄鉱床および菱刈金鉱床に着目して，

まず地球化学試料中の REE分析法を開発して，これ

らの鉱床の REEパターンからそれぞれの鉱床がどの

ように生成したか，を推測することを目的に研究を進

めています。

金の化学では，菱刈金鉱床などの浅熱水性金鉱床に

おいて，金が硫化鉱物近傍に分布することから，金

（Ⅲ）錯イオンを用いて，金属硫化物への金の吸着挙

動・還元挙動について研究を行っております。

Fe-Mnクラストの化学では，海底に存在する鉄と

マンガンで構成された堆積物，Fe-Mnクラスト中に

様々なレアメタルが濃縮されていることから，その濃

縮機構を検証するために，これまで，白金，パラジウ

写真４．ゴールドシュミット２００９でのポスターの前に
立つ齊藤先輩

写真６．菱刈金山での温泉水サンプリング

写真５．稲の水耕栽培の様子 写真７．原子吸光スペクトル測定中
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ム，金について研究を行ってきました。現在はクラス

ト中で最も濃縮率の高いテルルについて研究を行って

います。

ケイ酸８量体の化学では，かご型ケイ酸８量体の結

晶の一つである Q８M８に γ線を照射すると，かご内に
水素が包摂されて安定に存在することから，この水素

原子の基礎的性質や応用について，ESRを用いて研

究を行っています。

最後に研究室生活についてお話しますと，週一回，

研究室全体のゼミがあり，学生が持ち回りで文献紹介

と中間報告を担当しています。ゼミでの発表では新し

い発見が多くあり，夜遅くまで議論が止まりません。

実際の研究では現地にサンプリングにいったりもしま

す（写真６）。分析には研究室内では原子吸光分光計

やイオンクロマトグラフを（写真７，８）おもに使用

しています。また Spring―８などの外部の測定施設も

よく利用して研究しています。Alや Siの系では，振

とう器による長時間の実験をし，NMRにより化学種

の同定を行っています。

また学科内のイベントとして，研究室対抗のソフト

ボール大会があるのですが，今までは人数も少なく，

他研究室との合同チームだったのに対し，今年はとう

とう研究室単独でチームを作れるくらいに人数が増え

ました。また現在のメンバーにはソフトボールや野球

の経験者も多いため，いいところまでいけるのではな

いかと期待しています。

以上，簡単ではございますが当研究室の紹介をさせ

ていただきました。このように研究も学生生活も楽し

んでいる研究室です。近くに御寄りの際は，理学府な

のになぜか旧工学部３号館４階にある当研究室にぜひ

お越しください。また大学院を受験される方を大歓迎

いたします。興味をもたれた方は当研究室のHP

（URL:http://mole.rc.kyushu-u.ac.jp/¯ircl/）もご覧く

ださい。

書 評

「黄砂」

編者：岩坂泰信・西川雅高・山田丸・洪天祥

出版社：古今書院 A４版 ３４２ページ

２００９年７月発行，９，５００円＋税

ISBN９７８―４―７７２２―３１２５―１

本書は，１９９１年に我が国の黄砂研究の教科書として

最初に出版された『大気水圏の科学 黄砂』（名古屋

大学水圏科学研究所編）に引き続く書として，同じ

A４版の大きさで出版された。約２０年の間に，黄砂に

ついて幾つかの国内外のプロジェクトが走り，黄砂の

観測的研究の成果が蓄積することにより，様々な新し

い側面が明らかになった。本書は，そのような成果を

ふんだんに盛り込んでいる。黄砂を学びたい学生，研

究者にとっては，現在最も重要な書物であり，しばら

くはそうあり続けるだろう。

第一章では，古文書にみる黄砂が扱われている。

“雨土”という表現は面白い。第二章では，発生源。

第三章では，発生・輸送・予報。黄砂の舞い上がりの

過程が詳しく説明されている。第四章は，観測法。物

理的な観測だけでなく，化学的な観測法についても

しっかりと紙面を割いているが，同位体を用いた手法

は扱われていない。第五章は東アジアにおける事例。

中国，モンゴル，韓国の研究者により執筆され，和訳

された章である。第六章はタクラマカン砂漠。我が国

のプロジェクト研究の結果がまとめられている。第七

章は生物地球化学的循環。ここでは，主に飛来中の変

質，実体の変化について記述されている。

黄砂現象の質・量的，時空間的理解はかなり進み，

２０年前と現在とでは，黄砂現象が中国と東アジア固有

の一時的現象という理解から，次第に全球に広がりを

持った常時的現象という理解に変わりつつあると感じ

ている。そのような理解の変遷は，しっかりとデータ

により本書から探ることができた。

一地球化学者として，黄砂研究の面白さは，黄砂の

写真８．イオンクロマトグラフによる分析
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発生から飛来中の化学的変質過程とその後の運命にあ

ると思っている。黄砂の変質については，２０年前とは

比較にならない位議論が進んだ。しかし，黄砂を通じ

て中国の急成長が見えているのに過ぎないかもしれな

い。一方，運命についてはまだまだ議論が少ない。諸

外国ではレスの運命と影響について特に活発に議論さ

れているのに対し，やや淋しいと感じた。第七章に

は，黄砂の生物地球化学的循環とあったので，期待し

て読んだが，黄砂についての物質的な記述に終始し，

期待が裏切られた。この章のタイトルは，将来，発展

すべき方向を提示したものと考えたい。

（九州大学理学研究院・赤木右）
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